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障害のある⼈の重要な社会参加の⼿⽴てとして、障害者雇⽤の促進に熱い期待が寄せられています。
障害者の雇⽤の促進等に関する法律により、事業所は、⼀定割合の障害者を雇⽤する必要（⺠間企業の場
合2.2％）がありますが、その際には、企業と⽀援機関が連携して、障害のある⼈が働きやすい環境や条件を整
えていくことが重要になります。法令順守の側⾯だけでなく、具体的な協働で、
魅⼒ある障害者雇⽤の道を探究していきませんか。その⽅法は‥

障害者雇⽤促進のための協働を提案します
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https://www.spu.ac.jp/academics/db/tabid334.html?pdid=191asa

・障害者雇⽤、就労に関するシステム、⽀援技法
・障害者の権利保障、障害者虐待防⽌
・障害者就労施設における⼯賃⽔準の向上

■研究シーズの概要

企業こそ障害者雇⽤の担い⼿であり、同時に⽀援の受け⼿であることを⼤切にしていきます

１．障害者と職業に関する分野
○障害の特性と職業について
○職業リハビリテーションのプロセスについて

こんな分野を提案

２．障害者雇⽤制度等に関する分野
○障害者雇⽤制度とその有効な活⽤について
○障害者就労⽀援制度とその有効な活⽤について
○地域障害者就労⽀援ネットワークについて
○ジョブコーチ技法について

３．障害者雇⽤管理に関する分野
○障害の特性に応じた雇⽤管理について
○障害者の教育訓練について
○社員の障害理解教育について
○⽣活⽀援とその技法について

例えば、①共同研究、②社員研修、③コンサルテーション

障害者雇⽤、企業、⽀援機関、職業リハビリテーション、就労⽀援、雇⽤、教育


